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2013 年度後期 専攻教育改善委員会 議事録 

 

１．開催日時：平成 26 年 3 月 24 日（金）12:45～13:45   

２．開催場所：S2 棟 3F 会議室      

３．出席者 ：常勤教員：金利昭，沼尾達弥，呉智深，小柳武和, 横木裕宗，小峯秀雄，山田稔，桑原祐

史, 原田隆郎，井上凉介，信岡尚道，村上哲，藤田昌史，平田輝満，車谷麻緒，一ノ瀬彩 

（全常勤教員１7 名のうちの１6 名が出席）（常勤教員のうちの欠席者：三村信男） 

非常勤教員：神下栄 技術職員，教務職員：なし 

 

1. 応用水理学特論構造工学特論（信岡） 

授業記録を回覧し、内容を確認した．受講者が少ない. 

2. 環境地盤工学特論（小峯） 

授業記録を回覧し、内容を確認した．受講者が少ない. 

3. 土木材料工学特論（沼尾） 

4. 授業記録を回覧し、内容を確認した． 

5. 交通計画特論（山田） 

授業記録を回覧し、内容を確認した． 

6. 環境工学特論（三村） 

  欠席（紙面のみ）授業記録を回覧し、内容を確認した． 

7. 水質工学特論（藤田） 

授業記録を回覧し、内容を確認した． 

8. リスクマネジメント特論（平田） 

リスク分析に関わる基礎的な内容で、学部で教えていない部分を重点的に講義した。前半部分の授業

内容の補習に時間がかかったため、シラバス通り全て終えることができなかった。後半の授業内容は

実例について資料を集め、ディスカッション中心に行った。来年度のシラバスに全体の授業バランス

を検討したい. 数学モデルを使った工学的な応用の観点も補足して欲しいという意見が出された. 

9. 都市システム工学学外実習、サスティナビリティ学インターンシップ（横木） 

授業記録を回覧し、内容を確認した． 

10. 大学院における特別研究と特別演習の内容 

  各研究グループより，別途資料を用いて報告が行われた． 

  

【大学院】今後の検討内容 

・ 講義の受講者数について、M1 後期は就職活動、M2 は修士研究等により後期開講授業の受講者

が減ることについて、今後の課題として検討していきたい. 

・ 隔年開講にするのはどうか、就職活動等へ配慮する工夫する必要もある等の意見が出された. 

・ 景観グループの学生から制作スペースについての要望があった. 

改善点として、期間限定の作業スペースが確保できる環境づくりが今後必要である. 

以上 

  


